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 要  旨 
Locality-Sensitive Hashing(以下 LSH)は，類似しているデータ同士は高い確率で同じハッシュ
値となるようなハッシュ関数を L個作り，あらかじめ全データに対して適用してハッシュテーブ
ルを作っておく．質問点に対してもハッシュ関数を適用し，同じハッシュ値となるデータをハッ
シュテーブルから取り出し最近接点の候補とする．最近接点の探索はこの候補に対してのみ行う
ので，高速な実行が可能となる． 
LSHでは高速な最近接点の探索が可能な反面，ハッシュテーブルが複数個（L個）必要なため，
検索精度を維持するためには取り扱うデータの次元数が高くなるにつれて Lの値も大きくする必
要があり，空間計算量が大きくなる．また，この環境ではハッシュテーブルを複数のノードに分
散させて格納する必要性がある．このときハッシュテーブルへはネットワーク越しのリモートア
クセスとなり低速入出力となる．従って，単純に L個のハッシュテーブルをそれぞれ 1つのノー
ドに格納する方法では検索実行時に全てのハッシュテーブルにアクセスするために L回の低速入
出力が発生することとなり，クエリへの応答時間が長くなってしまう．よって，大規模な高次元
データベースに対して LSH を適用するには複数のハッシュテーブルを複数のノードに分散させ
て配置した分散ハッシュテーブルが必要になる． 
本研究の目的は，ネットワーク上でのノードアクセスなどの低速入出力の環境においてノード
への低速入出力回数を減少させ，かつ類似検索を高速に行うことができる新たな LSH の実装方
法を提案することである． 
提案手法ではバケツの配置のやり方を変更し，同じデータを含むハッシュバケツ群をなるべく
同じノード上に配置することにより，リモートアクセス回数を減少させることを狙う．つまり，1
回の低速入出力のみで複数のバケツにアクセスし，近似最近接点探索を実施することが可能とな
る． 
この提案手法を高次元大規模データに対して適用し，上記の手法と比べ検索実行時での低速入
出力回数を大幅に減少させる能力を有すること，かつ単純格納実装時と変わらない効率的な検索
の実行が可能であることを示す． 
 
